
2019年11⽉7⽇
株式会社⽇本エム・ディ・エム

本資料に記載されている業績⾒通し等の将来に関する記述は、当社が現在⼊⼿している情報及び合理的であると判断す
る⼀定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、様々な要
因により⼤きく異なる可能性があります。

2020年３⽉期第2四半期
（2019年４⽉〜2019年9⽉）



中計「MODE2020」進捗

好調推移

※2019年3⽉期決算説明会資料より 2



連結売上⾼推移
（単位︓百万円）
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連結売上⾼
レコード更新
7年連続

増収

87億円



連結損益計算書

実績 売上⽐ 増減額 増減率 実績 売上⽐

売上⾼ 8,782 100.0 +1,231 +16.3 7,551 100.0

　 売上原価 2,534 28.9 +345 +15.8 2,189 29.0

　 販管費 4,982 56.7 +479 +10.6 4,502 59.6

営業利益 1,266 14.4 +407 +47.4 859 11.4

経常利益 1,223 13.9 +391 +47.1 831 11.0

四半期純利益※ 922 10.5 +327 +55.1 594 7.9

※親会社株主に帰属する四半期純利益

（単位︓百万円、％）

19年3⽉期Q220年3⽉期Q2 前年同期⽐増減
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主要品⽬別連結売上⾼明細
（単位︓百万円、％） 実績 構成⽐ 増減額 増減率 実績 構成⽐

5,251 59.8 +663 +14.5 4,587 60.8

⼈⼯関節 2,168 24.7 +149 +7.4 2,018 26.7

⾻接合材料 1,767 20.1 +230 +15.0 1,536 20.4

脊椎固定器具 1,110 12.6 +234 +26.8 875 11.6

⼈⼯⾻ 117 1.3 +15 +15.6 101 1.3

その他 87 1.0 +32 +60.4 54 0.7

3,531 40.2 +567 +19.2 2,963 39.2

⼈⼯関節 3,514 40.0 +569 +19.3 2,945 39.0

脊椎固定器具 17 0.2 △ 1 △ 7.7 18 0.2

8,782 100.0 +1,231 +16.3 7,551 100.0

⾃社製品売上⾼ 7,291 83.0 +675 +10.2 6,615 87.6

※ドルベース(千ドル） 32,396 +5,470 +20.3 26,925

※換算レート（円） 109.01 △ 1.06 △ 1.0 110.07

合計

⽇本国内販売

⽶国販売※

20年3⽉期Q2 19年3⽉期Q2前年同期⽐増減
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⼈⼯股関節新製品「Entrada ヒップ ステム」

⼈⼯股関節新製品
「Entrada ヒップ ステム」
薬事承認取得、販売開始

当該製品は⽶国市場にて先⾏販売している製
品で、股関節疾患に対する⼈⼯股関節置換術等にお
いて⼤腿⾻側に使⽤するインプラント。⼿術⽤⼯具で
海綿⾻を圧縮させることで⾻の温存が可能となり、ス
テムにハイドロキシアパタイトをコーティングしたこ
とで、⽣体適合性に優れ、⾻とのより⾼い固着⼒を促
す効果が期待できる。これにより患者様の QOL 向上
及び多くの医療従事者の要望への対応が可能とな
り、⼈⼯股関節販売の拡⼤が期待できる。
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ODEV社製
「 Entrada ヒップ ステム」
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新製品
下期導⼊準備中

⾃社製品
再成⻑



脊椎固定器具新製品「Vusion Ti 3D ケージ」

脊椎ケージ新製品
「Vusion Ti 3D ケージ」

薬事承認取得
脊椎固定術の際に使⽤される椎体間固定⽤インプラ
ントであり、チタン合⾦の積層造形により製造さ
れ、海綿⾻を模したポーラス構造と連通気孔を有して
おり、安定した固定、早期の椎体間の⾻癒合を期待。
ODEV社製「Pagoda スパイナル システ
ム」、「IBIS スパイナル システム」とのシナ
ジー効果が⼤いに期待できる。
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ODEV社製
「 Vusion Ti 3D ケージ」



脊椎固定器具新製品「 「Gecko スパイナル システム」

脊椎固定器具新製品
「Gecko スパイナル システム」

薬事承認取得
脊椎の胸腰椎部に⽣じる椎体⾻折及び変性疾患に
使⽤するペディクルスクリューシステム「Pagoda スパ
イナル システム」と併⽤して、脊椎内固定を補助するた
めの、バンド及びコネクターのシステム。脊椎
固定器具のライナップを充実することにより、より多くの
脊椎疾患に対応することを可能とし、先に販売を開始
している「Pagoda スパイナル システム」等と
のシナジー効果が⼤いに期待できる。
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ODEV社製
「Gecko スパイナル システム」



⽶国販売推移
（単位︓千ドル）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

13/3
Q2

14/3
Q2

15/3
Q2

16/3
Q2

17/3
Q2

18/3
Q2

19/3
Q2

20/3
Q2

$32.3M

13

+20%
⽶国販売レコード

更新



⽶国販売【⼈⼯関節・地域別】推移
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East Area
⾼成⻑
成⻑牽引

※DePuy Synthes 社向け「KASM」販売等除く



⽶国販売【⼈⼯関節・製品別】推移
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膝関節【Knee】
$19.8M

+27.3％
股関節【Hip】

$12.3M

+10.9％
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膝関節
新製品
成⻑牽引



「KASM」Private Label製品提供契約締結

2019年11⽉
DePuy Synthes

Sales, Inc.との「KASM」
Private Label製品

提供契約締結
2018年10⽉にDePuy Synthes社と⽶国市
場における「KASM」の販売提携契約を締結し、
同社の販売網を活⽤した⽶国医療従事者への
販売を⾏ってきたが、⽶国⼈⼯膝関節市場にお
ける「KASM」の更なる販売拡⼤を⽬的とし、同
社との間で新たにPrivate Label製品の提供
契約を締結した。 16

ODEV社製 「KASM」



0

500

1,000

1,500

2,000

19/3
Q2

20/3
Q2

859
1,266 

+993

※為替の影響は軽微。
※換算レート︓19/3 Q2 = 110.07円
※換算レート︓20/3 Q2 = 109.01円

前年同期営業利益⽐較分析
（単位︓百万円）

⽇本国内販売は⼈⼯関節分野で復調。
他社商品が牽引し⾻接合材料・脊椎固
定器具分野で伸張。⽶国販売は新製品

寄与で膝関節分野が成⻑牽引。
売上⾼伸⻑に伴う

粗利増加＋993百万円

その他販管費増減
▲126百万円

（うち、研究開発費▲39百万
円、▲荷造運賃22百万円）

営業、製造及び
SCM強化等に伴う

⼈件費増加▲45百万円

⽶国販売拡⼤に伴う
コミッション、ロイヤリティ等

⽀払⼿数料増加▲204百万

+47.4％

新製品導⼊及び既存製品拡販
に伴う医療⼯具増加による

減価償却費増加▲102百万円
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償還下落等に伴う
売上⾼減少による

粗利減少▲106百万円



予想値対⽐
売上⾼は⽇本国内及び⽶国販売ともに想定を上回り好調に推移し、販管費は効率運⽤により予想
値通りとなったことから、営業利益、経常利益及び親会社に帰属する四半期純利益は予測値を⼤幅
に上回った。
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実績 売上⽐ 増減額 増減率 当初
予想値 売上⽐

売上⾼ 8,782 100.0 +582 +7.1 8,200 100.0

営業利益 1,266 14.4 +446 +54.4 820 10.0

経常利益 1,223 13.9 +443 +56.8 780 9.5

四半期純利益※ 922 10.5 +402 +77.3 520 6.3

※親会社株主に帰属する四半期純利益

（単位︓百万円、％）

20年3⽉期Q220年3⽉期Q2 当初予想値⽐増減



【業績予想】連結損益計算書
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予想値 売上⽐ 増減額 増減率 実績 売上⽐

売上⾼ 18,750 100.0 +2,021 +12.1 16,728 100.0

　 売上原価 5,400 28.8 +483 +9.8 4,916 29.4

　 販管費 10,500 56.0 +923 +9.6 9,576 57.2

営業利益 2,850 15.2 +615 +27.5 2,234 13.4

経常利益 2,770 14.8 +561 +25.4 2,208 13.2

当期純利益※ 2,050 10.9 +65 +3.3 1,984 11.9

※親会社株主に帰属する当期純利益

（単位︓百万円、％）

19年3⽉期20年3⽉期 前期⽐増減



【業績予想】主要品⽬別連結売上⾼明細
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（単位︓百万円、％） 予想値 構成⽐ 増減額 増減率 実績 構成⽐

11,170 59.6 +1,007 +9.9 10,162 60.7

⼈⼯関節 4,680 25.0 +356 +8.2 4,323 25.8

⾻接合材料 3,900 20.8 +300 +8.3 3,599 21.5

脊椎固定器具 2,210 11.8 +315 +16.6 1,894 11.3

⼈⼯⾻ 230 1.2 +14 +6.7 215 1.3

その他 150 0.8 +21 +16.8 128 0.8

7,580 40.4 +1,013 +15.4 6,566 39.3

⼈⼯関節 7,563 40.3 +1,036 +15.9 6,526 39.0

脊椎固定器具 16 0.1 △ 23 △ 57.5 40 0.2

18,750 100.0 +2,021 +12.1 16,728 100.0

⾃社製品売上⾼ 15,740 83.9 +1,368 +9.5 14,371 85.9

※ドルベース(千ドル） 68,909 +9,588 +16.2 59,320

※換算レート（円） 110.00 +0.70 △ 0.6 110.70

合計

⽇本国内販売

⽶国販売※

20年3⽉期 19年3⽉期前期⽐増減




